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自立援助ホーム 長谷場新宿寮のようす
（定員男子 15 名）

新年度が始まり早くも夏を迎えようとしています。長
谷場新宿寮では、今年度も多くの行事を催し、余暇活
動の充実を図っています。

ゴールデンウィークには釣り・ボーリング・フットサル・
東京散策・富士急観光行事と様々な行事を行い、6 月
には文化放送様、東京善意銀行様の招待にて野球観
戦も行いました。夏には、那須旅行や海水浴などの行
事を計画しています。様々な体験は寮生の貴重な経験
となり、生活の充実に繋がります。

今後も苦楽を共に、長谷場新宿寮ボーイズは強く逞
しく成長していきます！

自立援助ホーム 清周寮のようす
（定員女子 15 名）

新年度が始まり、新人職員 1 名を迎え、日々寮生に
笑いを提供しつつ、安心・安全に生活できるよう心掛
けています。

近年学校に行く寮生が増えており、この春、高校に
入学した児童が 4 名います。寮生自身が現代社会にお
いて学歴が重要であることを感じ、自立後の事や将来
の進学も視野に入れての事だと思います。寮生が夢を
持ち、その夢を達成できるよう今後も、「自立した女性
を育てる」を目標に、日々寮生と向き合って行きたいと
思います。

 
自立援助ホーム おうぎ寮のようす

（定員 6 名）

今年度のおうぎ寮は児童の新入寮、職員の異動と変
化のある新体制でスタートを切りました。そんな中、5
月に卒寮生を招待して行う「おうぎ寮祭」を無事開催す
ることが出来ました。当日は天候にも恵まれ、沢山の
卒寮生たちが自ら築き上げた素敵な家族と共に、おう
ぎ寮という実家へ帰ってきてくれました。彼らと共に過
ごした当時を振返ると色々なことがありましたが、社会
に出て頑張っている彼らの顔を見るとそんな苦労も嬉し
い思い出に変わり私達職員にとってもとても幸せな 1日
となりました。

おうぎ寮は沢山の方々に支えられ子ども達と共に歩ん
でおります。これからも子ども達と共に日々成長できる
よう精進して参りたいと思っております。

共同生活援助 ノエルのようす
（定員 5 名）

今年 2 月に家庭復帰後、自立した利用者があり、今
年度は 2 名の利用者、2 名の世話人で、かなり厳しい
財政状況でのスタートです。

そのうちの1 名はかなりの額の借金を抱えて入所して
きましたが、職員の指導と彼女自身の努力で遂に昨年
度末には、清算しました。今では、退所に向けて貯金
を始めているほどです。利用者と給与や年金の使い方
を細かく手帳につけたり、お弁当を作って昼食代を浮
かしたりしながら、毎月少しずつ返済をして、1 年かけ
て返し終わったときには、バンザイと叫びたいほどに喜
びあいました。

今は、退所に向けて貯金を始め、
今年度末には自立できるようにと皆
で助け合っています。
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 児童養護施設 暁星学園のようす
（定員 36 名）

女子の GH であるほきまホーム（高校生 5 名）では、
今年度より在日アフリカ人の野球チームとの交流を図
り、神宮球場にて合同で野球の練習を行っています。
アフリカのザンビアという国に海外青年協力隊で派遣さ
れた経験のある職員が、在日アフリカ人野球チームと
連絡を取り実施している行事です。この職員は、高校
でソフトボールの指導をしていた経験があり、ほきまホ
ームの児童にも野球を教えています。野球をするのが
初めての児童がほとんどですが、皆で野球の練習を楽
しんでいます。

暁星学園では、フロア・ホームごとに様々な行事を
実施しています。

児童養護施設 あけの星学園のようす
（定員 20 名）

新年度に顔ぶれが変わった学園では、ゴールデンウ
ィーク行事でそれぞれ交流を深め、7 月には伊豆大島
で一泊する全体行事を計画しています。

今年度は受験生や就活生が多く、人生の節目に向け
て頑張っています。

特別支援学校 3 年生の H 君は、中学 2 年で入所し
た時、話しかけられると物の後ろに隠れてしまう程の人
見知りでした。それが今は、学校のサッカー部でキャ
プテンを務め、就労実習でも声が出るようになったと評
価をいただけるようになりました。彼が内定へと繋げら
れるよう職員一丸となって支援していきたいと思います。

 

毎年恒例となりました青少年福祉センター成人式を、
1月 9 日（土）ホテル・ラングウッドにて執り行いました。
当日は、新成人 54 名中 23 名が晴れ姿で集い、ご来
場の皆様に祝福されました。諸般の事情により、一緒
に過ごすことができなかったご家族の方や担当福祉司、
当法人に入所する以前の関係者など多くの方が出席さ
れ、彼らの凛 し々い姿に感激されていました。新成人一
人一人が、壇上で挨拶を述べたおりには、感謝の言葉
と共に、しっかりと今後の抱負も述べていました。退所
後も社会の荒波にも負けずに自分を律し、成長している
姿を見て私共も嬉しく、励まされました。人生の大切な

成人式のご報告

節目でもある成人式をこの様に行えるようになりました
のも、ご協力下さいました皆様方のお蔭と、感謝申し
上げます。

ご協賛くださいました企業・団体の方々に感謝申し
上げます。

一般社団法人いけばなインターナショナル東京支部／株

式会社コスモス／国際ソロプチミスト東京 - 青山／ゼブラ

株式会社／国際ソロプチミスト東京 - 広尾／一般財団法

人まちづくり地球市民財団／国際ソロプチミスト東京 - 弥

生／株式会社タカキュー／東京西北ロータリークラブ／株

式会社似鳥工務店／イオンエンターテイメント株式会社／

マドラス株式会社／株式会社エキップ／株式会社丸昌／

株式会社カタログハウス／株式会社モスフードサービス／

株式会社カネボウ化粧品／株式会社吉田／京王プラザホ

テル／株式会社ロフト／京都きもの友禅株式会社／ホテル

ラングウッド

敬称略・順不同 
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　チャリティー大バザーへはたくさんの方にご来場いただきまして、誠にありがとう
ございました。入口から会場への廊下に写真が貼ってあったのにお気づきになりまし
たでしょうか。現在当法人アフターケア委員会にて、青少年福祉センターの歴史の
振り返りと資料整理を行っております。その中で出てきたセンター創設時からの写真
を展示しました。古くからご支援下さっていた方など、当時を懐かしんでおられる様
子も見受けられました。

 

編 

集 

後 

記

勘定科目 法人合計 本部 長谷場新宿寮 清周寮 おうぎ寮 暁星学園 あけの星学園 ノエル

経
常
収
入

児童福祉事業収入 600,118,835 0 54,932,410 54,782,910 27,868,195 286,277,508 176,257,812 0
障害福祉サービス
事業収入 6,073,343 0 0 0 0 0 0 6,073,343

寄附金収入 32,292,322 23,283,722 2,660,000 2,869,000 860,000 355,000 661,600 1,603,000
雑収入（受取利息含む） 16,937,549 2,750,198 3,841,971 1,741,298 475,923 5,586,979 2,294,407 246,773
収入計 655,422,049 26,033,920 61,434,381 59,393,208 29,204,118 292,219,487 179,213,819 7,923,116

経
常
支
出

人件費支出 361,518,261 18,821,841 32,877,498 36,890,408 24,193,666 156,651,468 87,001,719 5,081,661
事務費支出 80,936,986 13,855,801 5,848,198 14,534,860 1,708,698 27,246,285 15,192,802 2,550,342
事業費支出 80,725,797 0 6,970,168 4,825,352 1,550,406 42,046,006 24,495,769 838,096
雑支出（支払利息含む） 8,934,195 617,142 1,337,500 926,577 420,140 3,700,018 1,911,509 21,309
支出計 532,115,239 33,294,784 47,033,364 57,177,197 27,872,910 229,643,777 128,601,799 8,491,408
経常活動
資金収支差額 123,306,810 -7,260,864 14,401,017 2,216,011 1,331,208 62,575,710 50,612,020 -568,292

平成27年度　決算書（資金収支計算書一部抜粋）（単位：円）

香港で保育園、ファミリーサポートなどの事業を行っ
ている香港路徳会社会服務處の方々が、日本の児童
養護と青少年支援を学ぶために青少年福祉センターを
来所されました。その中でも、私たちが行っている自
立援助ホームの取り組みが香港にはなく、とても新鮮
であったようで、当初予定した時間を上回るほど多くの
質問が寄せられました。我 も々、そういった外部からの
ご意見をいただくことで、改めて自分たちが行っている
ことの意義について再確認することができました。

昨年 12 月から建替え工事を開始したほきまホームと
清周寮は、いよいよ今年中に完成予定です。毎月変化
していく新ほきまホームを今か今かと児童も職員もとて
も楽しみにしています。今まで隣にあった清周寮と一先
ずお別れになり、仮ホームで児童 6 名と職員 3 名での
新生活が今年度より始まりました。仮ホームでの生活に
なり、周囲の環境や通学経路、大きな変化がある中で、
児童達は今までの生活スタイルを崩す事なく、１人 1 人
自分達の生活を大切に、毎日学校に部活にアルバイト
にとそれぞれ目標に向って頑張っています。また仮ホー
ムでの生活を通して、児童と職員がより一層協力し合い、
それぞれが安心・安全に配慮し、安定した生活が出来
るように心掛けています。

新ほきまホームに全員で元気に引越しが出来るよう
に、健康に気をつけ日々児童の生活を見守って行きた
いと思います。

香港から視察団が来所されました

保木間地区建て替えプロジェクト

工事のようす


